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公園の風景
＝ バラバラだぁ ＝
　７月中旬、蒸し暑い梅雨空の下、駐車場からビジターセンターへの路上

にバラバラに解体されたアカテガニの手足が散在していました。大潮の近

いこの時期、アカテガニたちは産卵期を迎え盛んに行動しています。産卵

場所に向けて移動するアカテガニをカラスが襲い、体の美味しい部分のみ

を食べた後の残骸とみられます。何気ない日常の公園の風景の中に、弱肉

強食の掟に

飲み込まれた生きものたちの命の痕跡を見ることができます。

＝　うれしいハプニング　＝
７月初旬の某日、園内散策中、ヨシ原脇の芝の上に羽化したてのマイ

コアカネを発見しました（この柔らかく未熟な個体を「テネラル」と称

し昆虫一般に用いられます）。思わず拾い上げた瞬間ヨロヨロと舞い上

がり、なんと筆者の帽子に止まってくれたのです！　帽子の縁で羽が乾

くのを待っていたのでしょう。30 分位して気づくとどこかに飛び去っ

ていました。生きていく自信がついたのでしょうね。生まれたてのマイ

コアカネのためにゆっくりと散策しながら気分はルンルンな私のうれしい時間でした。

＝ 空からの訪問者 ＝
  ２羽のクロツラヘラサギが暮らす「日本クロツラヘラサギ保護・リハビリセンター（以下、保護

ケージと言う）に、このところ空からの訪問者がある。７月はじめ、１羽のクロツラヘラサギが保

護ケージの近くの杭に止まってケージの中をじっと観ていた。昨年生まれて日本で越冬していたが、

春が来ても帰国の必要を感じない亜成鳥と思われる。訪問者は年末年始にもあったというが同一の

ものかは不明だ。保護ケージの中と外、お互いに仲間と認識できただろうか。今夏、繁殖地に戻ら

ず山口湾にとどまっているクロツラヘラサギは 4 羽が確認されている。訪問者たちが、ケージ内の

クロツラヘラサギを仲間と認識し友だちを連れて来てくれるようになればいいな。

＝　公園の植物　＝

ヘクソカズラ（アカネ科ヘクソカズラ属）
　何とも気の毒な名前だが、万葉集にも登場しているという。

実をつぶしたり、葉や花を揉むと名前通りのよからぬ匂いを

放つというが筆者が手にする限りでは匂いの洗礼は受けてい

ない。それどころか１ cm 程の筒状の花は緻密な作りで、筒

の内側は紫褐色を帯び、それを縁取るように平らに開く５枚

の白い裂片はレースのようだ。昔の風流人が早乙女花と名付

け直したとの話に納得した次第。蔓性の宿根草で、小振りな

がら眺めるほどに趣のある植物である。 
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公園をみる・観る
＝ 実は････　　＝



活動紹介
＝　ズーッと続けよう　＝
６月１日（土）　クロツラヘラサギ保全事業の一環としてのイベント「海岸清掃・潮干狩り」が開

催されました。自然観察公園を基地とし、山口湾河口を参加者が２班に分かれて清掃作業に当たりま

した。参加者は企業単位でしたが、個人や家族単位の参加もあり総勢２００余名となりました。集め

たゴミは可・不燃・ＰＥＴなどで回収袋は133枚、重量で185kgとなりました。葦の会も海岸清

掃と貝汁サービスで参加しました。県漁協が用意した30kgの山口湾産のアサリで作った貝汁は味噌

汁仕立てで旨味たっぷり、大人はもとより子供たちもオカワリに並んでくれました。　

このようなイベントがこれからもズーッと続けられ、山口湾の浄化に、ひいてはクロツラヘラサギ

保全につながればと願っています。

＝　岩国への研修旅行　＝
６月２日（日）8時、園長と会員1０人が車2台に分乗し出発。

10時前に岩国市に入り、サンコウチョウ、キビタキ、シジュウカラ、ヤ

マガラなどの鳴き声を楽しみながら、木々の緑が美しい城山自然道を進

み山頂の岩国城を目指しました。山頂で各自持参のお弁当を食べ、お城

をバックに集合写真撮影して下山しました。

五連のアーチが美しい錦帯橋では橋の上からアユ釣りの様子や鵜飼船

でのウミウの訓練風景を眺めました。その後、尾津地区に移動し広大な

蓮田の連なりの中、オオヨシキリの声を聞いたり、珍しい黒っぽいアオ

サギの幼鳥やバン、カルガモを観察したりしました。

散策には快適な薄曇りの一日、充実した研修旅行となりました。

＝　トンボ捕れたよ!! 夏・子　＝　
　例年になく遅い梅雨明け宣言後間もない７月２８日（日）、恒

例の夏休み子ども早朝観察会（夏・子）が行われました。園内の

トンボロードを進みながら昆虫採取地の園外に出ました、上空を

飛ぶチョウドンボを上目使いに見ながらイトトンボやマイコアカ

ネを虫取り網で捕獲したり、地上50cm程の松の枝にホオジロ

が残した巣を見つけたりしました。冷菓などのおやつタイム、採

取した虫の同定後、クロツラヘラサギをケージ越しに見学しまし

た。帰路、５問のクイズを解きながら３時間で行事を終えました。早朝７時の集合に、付添いのパ

パ・ママも大変だったことでしょう。好天ではありましたが、湿度の高さに一同汗をいっぱいかき

ました。

（編集後記）

２００２年１２月に「ボランティアーズＮａＷ」として創刊した機関紙は現在「よしきり」と改名

し、通算第１００号の節目を迎えました。公園関係者や各チームのご協力を頂いた成果と思います。

これを契機に２００号・３００号に向けて、さらなる発展に努めたいものです。　　　（Ｍ．Ｓ．）
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～～表紙写真～～　　樹林、静寂の中のマイコアカネ


